
い
き
な
り
先
日
の
米
大
リ
ー

グ
野
球
の
話
題
で
恐
縮
で
す
が
、

タ
イ
ガ
ー
ス
の
ガ
ラ
ラ
ー
ガ
投

手
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ス
戦
で
九

回
２
死
ま
で
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー

も
許
さ
な
か
っ
た
。
次
の
打
者

の
打
球
も
一
塁
手
が
捕
球
し
て
、

ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に
入
っ
た
ガ
ラ

ラ
ー
ガ
投
手
に
パ
ス
を
送
っ
た
、

そ
の
瞬
間
〔
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ゲ
ー
ム
〕
成
立
！

だ
が
ジ
ョ

イ
ス
塁
審
の
判
定
は
な
ん
と
セ

ー
フ
だ
っ
た
。
し
か
し
誰
が
見

て
も
ア
ウ
ト
で
あ
る
。
試
合
後

ビ
デ
オ
で
確
認
し
た
ジ
ョ
イ
ス

塁
審
は
誤
審
を
認
め
、
全
米
中

『
完
全
試
合
と
認
定
す
べ
き
』

と
騒
ぎ
が
広
が
っ
た
。
そ
れ
よ

り
も
フ
ァ
ン
を
驚
か
し
た
の
は
、

試
合
後
、
涙
を
浮
か
べ
て
謝
罪

に
訪
れ
た
ジ
ョ
イ
ス
塁
審
を

『
ゲ
ー
ム
に
は
完
全
は
あ
る
が
、

完
全
な
人
間
な
ん
て
い
な
い
』

と
ガ
ラ
ラ
ー
ガ
投
手
が
か
ば
っ

た
こ
と
で
す
。
ま
た
誤
審
の
抗

議
中
に
も
彼
は
静
か
に
笑
っ
て

い
た
。
翌
日
の
試
合
前
に
は
、

観
客
の
前
で
二
人
は
深
く
握
手

を
交
わ
し
て
い
た
と
い
う
。
一

方
ジ
ョ
イ
ス
塁
審
に
は
全
米
人

気
度
１
位
と
い
う
栄
が
つ
き
ま

し
た
。

大
相
撲
界
、
世
紀
の
誤
審
と

言
わ
れ
た
、
連
勝
街
道
を
驀
進

中
の
大
横
綱
大
鵬
関
が
平
幕
の

戸
田
に
敗
れ
た
時
、
写
真
で
は
、

横
綱
大
鵬
の
体
は
ま
だ
残
っ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
の
判

定
で
負
け
た
の
で
あ
る
。
大
鵬

の
言
葉
に
は
、『
四
十
六
連
勝

を
逃
し
た
よ
り
も
こ
の
よ
う
な

相
撲
を
と
っ
た
自
分
に
負
け

た
』
と
周
り
の
人
た
ち
を
気
遣

っ
た
。
そ
れ
以
後
ビ
デ
オ
判
定

も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
様
な
誤
審
に
よ
り
、
記

録
樹
立
が
成
さ
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
素
晴
ら
し
い
ア
ス
リ
ー

ト
よ
り
も
大
き
な
人
格
者
だ
と

感
動
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
が

観
音
経
の
『
真
観

清
浄
観

広
大
智
慧
観

非
観
及
慈
観

常
願
常
瞻
仰
』
の
五
つ
の
観
を

常
に
瞻
仰
せ
よ
で
し
ょ
う
。
い

わ
ば
人
生
観
で
あ
り
、
そ
れ
は

真
実
誠
実
に
ま
た
浄
・
不
浄
に

執
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
く
大

き
く
大
宇
宙
の
心
に
し
て
、
空

し
さ
や
虚
無
観
に
落
ち
こ
ま
ぬ

智
慧
に
し
て
、
悲
と
慈
は
人
の

苦
悩
を
わ
が
苦
悩
と
観
じ
、
全

て
の
人
を
家
族
や
友
人
と
観
じ

て
ゆ
く
生
活
観
で
あ
り
平
等
観

で
し
ょ
う
。

西
国
第
五
番

紫
雲
山

�
井
寺

素
晴
ら
し
い
誤
審

山
主

森

快
隆

西
国
巡
礼
慈
悲
の
道

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp
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御
本
尊
／
十
一
面
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩

開
基
／
聖
武
天
皇

ま
い
る
よ
り

た
の
み
を
か
く
る

ふ
じ
い
で
ら

は
な
の
う
て
な
に

む
ら
さ
き
の
く
も

観音風光

◆
毎
月
十
八
日
は
本
尊
国
宝
十

一
面
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩

の
御
開
扉
致
し
ま
す
。
午
後

二
時
よ
り
法
要
。
護
摩
供
を

修
行
し
ま
す
。

◆
毎
年
、
四
月
二
十
九
日（
祝
）

『
井
真
成
』
及
び
、
葛
井
氏

族
に
は
隋
・
唐
へ
多
数
の

人
々
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
殉
難
者
へ
の
慰
霊
法

要
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
毎
年
、
西
国
、
四
国
霊
場
巡

拝
、
聖
地
参
拝
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
年
中
行
事

一
月
一
、
二
、
三
日

正
月
修
正
会

一
月
十
八
日

初
観
音
法
会

一
月
初
め

厄
除
け
祈
祷
始
ま
る

二
月
三
日

節
分
星
祭
り

四
月
八
日

花
ま
つ
り
（
仏
生
会
）

四
月
十
八
日

春
季
大
法
会
（
万
霊
供
養
会
）

四
月
下
旬

藤
ま
つ
り

四
月
二
十
九
日

遣
隋
・
唐
使
、殉
難
者
慰
霊
祭

八
月
九
日

四
万
六
千
日
参
り
（
千
日
ま
い
り
）

八
月
十
六
日

精
霊
送
り
火
（
お
盆
送
り
火
）

十
二
月
十
八
日

修
め
観
音
法
会
（
長
寿
大
根
煮
）

●
毎
月
第
一
土
曜
午
前
十
時
よ
り

写
経
会

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp
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真
言
宗
御
室
派

仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏教教教教教教教教教教教教教教用用用用用用用用用用用用用用語語語語語語語語語語語語語語一一一一一一一一一一一一一一口口口口口口口口口口口口口口解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説

供養とは
「三宝」に対して「三業」によって供物を捧げること。「三宝」とは ①仏様 ②有り難い教えの経

せんどく

典 ③導いてくれる先徳のこと。「三業」とは ①身体を使って行なうこと（身業）②言葉として口に
言うこと（口業）③心に思うこと（意業）を指します。神仏や祖先への追善として、尊敬の念を持っ
て遇し行う慈悲業で、物ばかりではなく自分の行動を通して供物を捧げ、帰依して讃えることを言い
ます。
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